
 

 
 

１．件名：デジタル安全保護系規格の技術評価に係る電力事業者等との面談 

２．日時：令和４年９月１日（木）１５：００～１５：４０ 

３．場所：原子力規制庁８階会議室 

４．出席者： 

原子力規制庁 技術基盤グループ 技術基盤課  佐々木企画調整官、篠田係長 

システム安全研究部門 皆川技術研究調査官 

放射線・廃棄物研究部門 酒井上席技術研究調査官 

   

北海道電力株式会社 原子力事業統括部  

原子力設備グループ                 リーダー、他１名 

東北電力株式会社 原子力本部  

原子力部 安全高度化担当               課長 

東京電力ホールディングス株式会社 原子力立地本部  

原子力設備管理部 設備技術グループ          マネージャー、他２名 

中部電力株式会社 原子力部 運営グループ          課長 

北陸電力株式会社 原子力部 原子力設備管理チーム     特任副課長、他１名 

関西電力株式会社 原子力事業本部  

原子力発電部門 保全計画グループ          マネジャー、他１名 

中国電力株式会社 電源事業本部 原子力電気設計グループ  マネージャー、他２名 

四国電力株式会社 原子力部 核物質防護・工事グループ   リーダー、他１名 

九州電力株式会社 原子力発電本部 原子力設備グループ   課長、他３名 

日本原子力発電株式会社 発電管理室 設備管理グループ   課長、他１名 

電源開発株式会社 原子力技術部 設備技術室        室長代理、他１名 

原子力エネルギー協議会                 副部長、他１名 

（テレビ会議システムによる出席） 

５．要旨： 

○ 原子力規制庁より、デジタル安全保護系に関する日本電気協会規格の技術評価に

関する検討チーム会合の第４回会合において提示した技術評価書案について、配

布資料により説明をした。 

○ 原子力規制庁より、経過措置の要否等について事業者としての意見がある場合は、

面談または公開の意見聴取会にて聴取する旨を伝えた。 

○ 原子力エネルギー協議会より、意見について、検討の上回答する旨、発言があっ

た。 



 

 
 

６．配付資料： 

 ○ 資料 日本電気協会「安全保護系へのディジタル計算機の適用に関する規程

（JEAC 4620-2020）並びにディジタル安全保護系の検証及び妥当性確認

(V&V)に関する指針（JEAG 4609-2020）」に関する技術評価書（案）（令和

４年８月２５日「第４回デジタル安全保護系に関する日本電気協会規格の

技術評価に関する検討チーム」資料 4-2） 

(https://www.nra.go.jp/data/000402106.pdf)  

 

 


